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4．世帯業態別にみた食生活

（1）　栄養素の摂取状況

昭和55年調査における世帯業態別の栄養摂取量は表4のとおりである。

農家世帯は非農家世帯に比べて，エネルギー，たん白質，鉄，ビタミンC等の摂取量が上回っている

一方で，動物性たん白質，脂肪，ビタミンA，ビタミンB1，ビタミンB2等の摂取量は下回っている。

しかしながら，年次推移をみた場合には，いずれも格差は年々減少する傾向がみられる。

なお，各世帯業態別にそれぞれの平均栄養所要量に対する充足状況についてみると，常用勤労者世帯

が若干所要量に満たない栄養素はあるものの全般的には最も上位の水準にある。

表4　栄養素等摂取量（全国，世帯業態別） （1人1日当たり）

農家世帯 非農家世帯
全国

平均　専業世帯　その他の世帯 平均　自営業者世帯　常用勤労者世帯

日雇労働者世帯
調査世帯数

エネルギー

たん白質

　　うち動物性

脂肪　

　　うち動物性

炭水化物

カルシウム

　　鉄　　

ナトリウム（食塩換算）
ビタミンA　B1　B2　C

穀類エネルギー比

動物性たん白質比
平均栄養所要量に対する比率

エネルギー
たん白質

カルシウム
　鉄
ビタミンA　B1　B2　C

（2）　食品の摂取状況

食品の摂取量を農家世帯と非農家世帯の別に比較してみると，表5，図5のとおりである。農家世帯

は非農家世帯に比べて米類，いも類，豆類，その他野菜，海草類，魚介類の摂取量は多いが，小麦類，

油脂類，肉類，卵類，乳・乳製品等の摂取量は下回っている。
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図4　農家世帯と非農家世帯の栄養摂取状況比較（非農家世帯＝100）

エネルギー　たん白質　動物性たん白質　脂肪　炭水化物　カルシウム　鉄

ナトリウム　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

なお，前年（54年）と比較をした場合，農家世帯は米類，小麦類がともに減少を示したが，非農家世

帯は米類が若干の増加をする一方で小麦類は減少している。

また，動物性食品については農家世帯，非農家世帯ともに魚介類と乳類が増加し，肉類，卵類が減少

している。

表5　主要食品群別摂取量 （1人1日当たり：g）

全国 農家 非農家

穀類

米類

小麦類

いも類

砂糖類

菓子類

油脂類

豆類
果実類

緑黄色野菜

その他の野菜

きのこ類

海草類

調味嗜好飲料

魚介類

肉類

卵類

乳類

加工食品
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図5　農家世帯と非農家世帯の食品別摂取状況比較（非農家世帯＝100）

米類　小麦類　その他穀物　いも類　砂糖類　菓子類　油脂類　豆類　果物
緑黄色野菜　その他の野菜　海草　調味嗜好料　魚介類　肉類　卵類　牛乳
乳製品　加工食品

5．　食塩の摂取状況

　食塩の摂取量については，その過剰摂取が高血圧や心臓病など循環器疾患に対して悪影響をおよぽす

一つの因子であることから，前年（54年）の調査ではじめて分析を行ったところであるが，55年調査の

食塩摂取状況は次のとおりである。

　　―――1人当たり食塩摂取量は13．Ogである―――

　昭和55年調査における国民の全国平均1人1日当たり食塩摂取量は13．Ogである。

　前年（54年）調査の食塩摂取量は13．1gでありほとんど変らないが，日本人の栄養所要量で示されてい

る1日10g以下が望ましいとする適正摂取目標量に比べて少なくとも3gとりすぎていることになる。

　次に，年次推移についてみると図6のとおりで，食塩の摂取量はゆるやかながらも減少傾向にある。

　図6　1人1日当たり食塩摂取量の年次推移（全国平均）

食塩量

昭和47年　　48年　　49年　　50年　　51年　　52年　　53年　54年　　55年

　―――食塩摂取量の57，8％は調味料が占める―――

次に，食塩をどんな食品からどれ位の割合で摂取しているか，その摂取構成についてみると図7のと


